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1. はじめに 

昨今地球温暖化防止対策[1]や東日本大震災後

の電力不足[2]などから，省電力化がより重要視

されている．これまでに，キャンパスネットワ

ークシステムの省電力化に着目し，エッジスイ

ッチの各ポートの利用状況を調査した．その結

果をもとに，夜間使われていない機器を集約し

たエッジスイッチの構成を行い，使われていな

い時間にスイッチングハブの電源を落とすこと

による省電力効果について，検討を行ってきた

[3],[4],[5],[6]． 

その結果，スイッチの電源の個別制御の機能

が省電力化に有効であることがわかった．また，

従来のネットワーク管理システムでは，ネット

ワーク機器の消費電力をカタログデータなどの

一定値で出力しているものがあり，正確に管理

することが出来ないことあることがわかった． 

そこで，スイッチの電源を個別に制御でき，

消費電力も詳細に測定することができる機能を

持つ簡易電力測定装置について検討，開発をお

こなった． 

 

2. 仕様 

一般的にキャンパスネットワークのエッジス

イッチとして用いられる L2 スイッチングハブは，

電源スイッチがなく，電源ケーブルを電源タッ

プに接続すると給電され起動するようになって

いる．スイッチングハブは，常に起動させて用

いることが多いため，遠隔で OFF にするような

機能も無いものが多い．そこで，エッジスイッ

チの電源を遠隔から操作するには，スイッチン

グハブと電源タップの間に，遠隔で操作できる

スイッチを接続する必要がある． 

エッジスイッチ用の簡易電力測定装置は，次

のような仕様とした． 

(1) 100V 商用交流電源に対応すること． 

(2) Ethernet ポートを実装し，ネットワーク

接続できること． 

(3) ネットワークから信号を受信し，電源操

作をできること． 

(4) エッジスイッチを収納している，フロア

キャビネット内に収納，設置できること． 

さらに，省電力化や安定稼働の性能を向上さ

せるため，次の仕様も加えた． 

(5) 接続したスイッチングハブの消費電力を

測定できること． 

(6) 雷などによる瞬間停電の発生を検知でき

ること． 

(7) なるべく安価であること． 

これらの仕様を満たすように，簡易電力測定

装置にはマイコンを実装し，ネットワークや高

度な電源制御機能を実装できようにした． 

 

3.設計 

簡易電力測定装置は次のような設計とした． 

エッジスイッチに用いるスイッチングハブは

交流 100V 電源であるため，交流 100V に対応し

たコンセントとタップ，ヒューズを用いた．単

体でのコストを下げるために，簡易電力測定装

置 1 台につき，1 台のスイッチングハブを接続す

ることとし，コンセントとタップは 1 組とした． 

LAN ケーブルを用いてネットワークに接続でき

るように RJ-45 のポートを 1 つ用意した．

Ethernet の機能を内蔵したコントロール用マイ

コンに，プロトコルスタックを実装することで

TCP/IP や他のプロトコルにも対応できるように

した．このコントロール用マイコンの I/O で，

スイッチングハブへの電源を ON/OFF するリレー

を制御する．さらにコントロール用マイコンに

は，瞬間停電検知器の出力や測定した電力も入

力される． 

エッジスイッチは，廊下の壁面などに配置し

た 2U 程度の小型のラック内に収納することが多

い．そこで，簡易電力測定装置のケースの大き

さは，一般的な 2U 程度のフロアキャビネット内

に設置できる寸法とした．また，簡易電力測定

装置の側面または底面に磁石を付け，フロアキ
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ャビネット内面に貼り付けて配置できるように

した． 

電力測定チップを実装し，出力パルス列が電

力処理用のマイコンに入力され，そのマイコン

からコントロール用マイコンに消費電力の値を

送信する．電力処理用マイコンを用いることに

より，コントロール用マイコンの負荷が減少し，

より複雑な機能を実装することが可能である． 

雷などによる瞬間停電の発生を検知するため

には，瞬間停電を検出する機能だけでなく，瞬

間停電が発生しても，マイコンに電力を継続し

て供給する機能も必要である．この機能がない

場合は，瞬間停電発生時に簡易電力測定装置自

体も電源断となり，マイコンなどで瞬間停電の

発生を記録することができなくなる．そこであ

る程度の容量を持つキャパシタによる，バック

アップ電源を用いた． 

以上のような機能で簡易電力測定装置を設計

したところ，100 ロット程度の想定で，おおよそ

2～3 万円程度となる見積もりとなった．既に販

売されている電源制御タップなどは一式数十万

円程度であることから，十分低コストであると

考えられる． 

設計した簡易電力測定装置の構成概要を図 1

に示す． 

 

4. 実装と開発 

2. 3. 節の仕様と設計から，簡易電力測定装

置を製作した（図 2）．製作した簡易電力測定装

置は，91.5[mm]×40[mm]×185[mm]のアルミケー

スに磁石を付け，3P タイプのコンセントとタッ

プで，スイッチングハブと電源タップの間に接

続するようにした． 

コントロール用マイコンには，動作確認用と

して簡易 WEB サーバ機能を実装し，パソコンな

どから WEB ブラウザで動作状況を確認できるよ

うにした． 

簡易電力装置単体での消費電力は 2.0[W]であ

り，スイッチの 1/10 程度の消費電力である． 

 

5. まとめ 

キャンパスネットワークにおける省電力化の

ために，エッジスイッチなどの電源の入切が遠

隔で可能であり，電力も測定可能な簡易電力測

定装置を開発した． 

今後は，簡易電力測定装置を用いて正確な消

費電力測定を行い，キャンパスネットワークシ

ステム全体の省電力化をより詳細に検討する．

また，簡易電力測定装置に SNMP 機能などの実装

をすすめ，より詳細なキャンパスネットワーク

システムの管理・運用が行えるように，機能の

拡充を行う予定である． 
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図 1簡易電力測定装置の構成 

 
図 2簡易電力測定装置 
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